
＜教育利用＞ ⑧ 情報Ⅰ「生成AIと知的財産権の将来を考える」

神奈川県立生田東高等学校【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

１学年・情報科・情報Ⅰ
単元：アルゴリズムとプログラム
ChatGPTを教員が活用

〇授業の目的

・生成AIの普及によって生じる問題点を通し
て、知的財産を保護する法律の将来を考える。

〇生成AIの活用方法

・生成AIの仕組みと、簡単にキャラクターを
模した画像が作成できるなど、知的財産権か
ら見た問題点を理解する。

・生成AIの普及により、知的財産に関する法
律や規制が新たに必要だと主張する文章と、
必要ないと主張する文章を比較し、どうして
そのような考え方の違いが生まれたか考察す
る。

・新たな規制が必要と考えるか、不要と考え
るか、理由をつけて自分の言葉でまとめる。

〇生成AI活用のメリット・デメリット、
指導上の留意点等

・生成AIを題材にすることにより、現在の法
律を知る学習にとどまらず、未来の社会や法
律のありかたを考察させることができた。

２つの主張を整理


